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国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
死
亡
の
原
因
に
関
す
る
情
報

に
関
し
、
そ
の
収
集
、
管
理
、
活
用
等
に
関
す
る
体
制
の
整
備
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
調
査
研
究
）

第
十
六
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
を
適
正
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
た

め
、
妊
娠
、
出
産
及
び
育
児
に
関
す
る
問
題
、
成
育
過
程
の
各
段
階
に
お
い
て
生
ず
る
心
身
の
健
康
に
関
す
る
問
題

等
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

成
育
医
療
等
協
議
会

第
十
七
条

厚
生
労
働
省
に
、
成
育
医
療
等
基
本
方
針
に
関
し
、
第
十
一
条
第
四
項
（
同
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
た
め
、
成
育
医
療
等
協
議
会
（
次
条
に
お
い
て
「
協
議
会
」
と
い

う
。）を
置
く
。

第
十
八
条

協
議
会
の
委
員
は
、
成
育
医
療
等
に
従
事
す
る
者
及
び
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働

大
臣
が
任
命
す
る
。

２

協
議
会
の
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
五
章

雑
則

（
医
療
計
画
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
の
配
慮
等
）

第
十
九
条

都
道
府
県
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療

計
画
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
等
に
対
す
る
成
育
医
療
等
の

提
供
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
配
慮
を
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
は
、
適
時
に
、
前
項
の
計
画
に
係
る
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
の

実
施
の
状
況
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

都
道
府
県
は
、
前
項
の
評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

２

政
府
は
、
成
育
医
療
等
の
提
供
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
行
政
組
織
の
在
り
方
等
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

３

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
七
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
十
四
の
二

成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な

く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
百
四
号
）
第
十
一
条
第
一

項
に
規
定
す
る
成
育
医
療
等
基
本
方
針
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
一
項
第
七
十
七
号
中
「
前
三
号
」
を
「
第
七
十
四
号
か
ら
前
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会
」
を
「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会

成
育
医
療
等
協
議
会

」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
成
育
医
療
等
協
議
会
）

第
十
三
条
の
二
の
二

成
育
医
療
等
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦

に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
（
こ
れ
に

基
づ
く
命
令
を
含
む
。）の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

健
康
寿
命
の
延
伸
等
を
図
る
た
め
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
に
係
る
対
策
に
関
す
る
基
本
法
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
五
号

健
康
寿
命
の
延
伸
等
を
図
る
た
め
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
に
係
る
対
策
に
関
す
る
基
本
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条

第
八
条
）

第
二
章

循
環
器
病
対
策
推
進
基
本
計
画
等
（
第
九
条

第
十
一
条
）

第
三
章

基
本
的
施
策
（
第
十
二
条

第
十
九
条
）

第
四
章

循
環
器
病
対
策
推
進
協
議
会
等
（
第
二
十
条
・
第
二
十
一
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
（
以
下
単
に
「
循
環
器
病
」
と
い
う
。）が
国
民
の
疾

病
に
よ
る
死
亡
の
原
因
及
び
国
民
が
介
護
を
要
す
る
状
態
と
な
る
原
因
の
主
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
等
循
環
器
病

が
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
循
環
器
病
の
予
防
に
取
り
組
む
こ

と
等
に
よ
り
国
民
の
健
康
寿
命
（
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
を
い

う
。）の
延
伸
等
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
医
療
及
び
介
護
に
係
る
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
た
め
、
循
環
器
病
に
係
る
対
策

（
以
下
「
循
環
器
病
対
策
」
と
い
う
。）に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
保
険
者
、
国
民

及
び
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
の
業
務
に
従
事
す
る
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
循
環
器
病
対
策
の
推
進
に
関

す
る
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
循
環
器
病
対
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
循

環
器
病
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
理
念
）

第
二
条

循
環
器
病
対
策
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

喫
煙
、
食
生
活
、
運
動
そ
の
他
の
生
活
習
慣
の
改
善
等
に
よ
る
循
環
器
病
の
予
防
及
び
循
環
器
病
を
発
症
し
た

疑
い
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
の
重
要
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

二

循
環
器
病
を
発
症
し
た
疑
い
が
あ
る
者
の
搬
送
及
び
医
療
機
関
に
よ
る
受
入
れ
の
迅
速
か
つ
適
切
な
実
施
、
循

環
器
病
患
者
に
対
す
る
良
質
か
つ
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
医
療
（
以
下
単
に
「
医
療
」
と
い
う
。）

の
迅
速
な
提
供
、
循
環
器
病
患
者
及
び
循
環
器
病
の
後
遺
症
を
有
す
る
者
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
そ
の

他
の
循
環
器
病
患
者
等
に
対
す
る
保
健
、
医
療
及
び
福
祉
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
、
そ
の
居
住
す
る
地
域
に

か
か
わ
ら
ず
等
し
く
、
継
続
的
か
つ
総
合
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三

循
環
器
病
に
関
す
る
専
門
的
、
学
際
的
又
は
総
合
的
な
研
究
が
企
業
及
び
大
学
そ
の
他
の
研
究
機
関
の
連
携
が

図
ら
れ
つ
つ
行
わ
れ
る
よ
う
に
そ
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
循
環
器
病
に
係
る
予
防
、
診
断
、
治
療
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
係
る
技
術
の
向
上
そ
の
他
の
研
究
等
の
成
果
を
普
及
し
、
及
び
そ
の
成
果
に
関
す
る
情
報
を

提
供
し
、
あ
わ
せ
て
、
企
業
等
に
お
い
て
そ
の
成
果
を
活
用
し
て
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
が
開
発
さ
れ
、
及
び
提
供

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
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